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研究成果の概要（和文）：本研究は、ビッグデータが利用可能な環境の観点から、会計処理および開示の標準
化、ならびに法制度等の整備の問題を調査している。さらに、本研究はビッグデータの利用を前提とした監査の
実施に対して、いかなる監査規範の変更または開発が必要なのかを説明している。また、本研究はビッグデータ
が資本市場における資産価格形成に及ぼす影響を分析し、それを活用する計算技術の構築を行っている。

研究成果の概要（英文）：This study examines the issues of standardization of accounting procedures 
and disclosure, as well as the development of legal and other systems, from the perspective of the 
environment for the use of big data. Furthermore, this study explains what auditing standards need 
to be changed or developed for conducting audits based on the use of big data. This study also 
analyzes the impact of big data on asset pricing in capital markets and develops computational 
technology that utilizes it.

研究分野：会計学

キーワード： 会計　監査

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ビッグデータが利用可能な環境にあっても、企業はその一部を財務諸表に要約し、監査証明をつけて、情報を開
示することにとどまっている。本研究の学術的意義は、情報開示および監査の制度設計、ならびにビッグデータ
解析に関して、情報の質と形態の多様化、量の増大および高速化に適応するための学術的基礎を提供することで
ある。また、本研究は情報開示および監査の制度設計に対して社会政策的な知見を提示するという社会的意義を
有する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 会計と監査の基準は、投資家のより大量の情報の要求と企業の情報作成・開示のコストを勘案
して社会的に望ましい開示水準と信頼性水準を決定するものである。企業の会計・監査システム
はこれまでは少量の情報を管理することに焦点をあててきたが、現在では大量のデータを蓄積
し、管理し始めている。また、ビッグデータが本当に投資家の利益に資するのか、理論的にも実
証的にも検討が必要である。さらに、今後は、高度のファイナンシャル・テクノロジーをもった
一部の企業によるビックデータの支配が想定され、未曽有の不公平と不確実性と統制不可能な
社会・経済状況がもたらされる可能性がある。ビッグデータ環境の情報開示制度および監査制度
の設計とそれらの維持に関する学術研究が要請されている。 
 ビッグデータ時代において、高速かつ高精度にデータ分析を実行する計算技術の構築が求め
られている。現在研究開発が進んでいる計算技術のうち、膨大なデータに内在する規則性を抽出
するポテンシャルを有すると最も期待されている技術は、AI（Artificial Intelligence:人工知能）の
基盤技術の一つである機械学習と量子情報処理の組み合わせ、すなわち、量子機械学習である。
量子情報処理は、従来型コンピュータ（ノイマン型コンピュータ）では解くことが困難な問題を
高速に処理することが可能であると期待されている技術である。様々なアルゴリズム提案の基
礎理論研究は 1990年代から実施されている上、ここ数年の海外企業による量子コンピュータ開
発の勢いは目覚ましい。また機械学習においても、毎年開催される世界的な国際会議で次々と新
しい手法が提案されており、国内外の民間企業を巻き込んだ大きな研究分野を形成している。機
械学習の高速化を促す専用機の開発も爆発的に進んでいる状況といえる。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の主要な目的は、限られたデータ利用を前提とした従来の実証研究に対して、ビッグデ
ータ利用を前提とした会計理論の研究枠組みを提唱し、会計制度設計に貢献することである。ま
た、本研究では、デファクトスタンダード化の要因や構造を分析かつ総合し、その理解に基づき、
制度設計の原理を応用して、社会的に合意されうる望ましい経営・経済データシステムのあり方
を提案することを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
 
（1）情報開示制度および監査制度 
 website 上のシミュレーターを開発し、従来の損益計算書に基づく当期純利益の最大化モデル
から、新たな付加価値分配計算書に基づく適正分配モデルへのシフトが及ぼす各ステークホー
ルダーにおける行動変容を観察した。 
 監査法人における IT／AIの利用状況については、2019年度に大手 4法人全てと準大手 1法人
を訪問して、ヒアリング調査を実施するとともに、その後も毎年度、e-mailやリモート環境での
面談を通じてヒアリングを行った。また、共通の質問事項については、質問紙を用意し、それに
記入する形で調査を実施する。調査結果については、各監査法人の公表資料や websiteにおける
情報を踏まえて再整理した。 
 
（2）資本市場の資産価格形成 
 資本市場における代表的なビッグデータは、企業の株価情報である。その特性を明らかにする
ため、安達・池田(2019)で優れたパフォーマンスを示した自己充足的等金額ポートフォリオを、
東京証券取引所の 30銘柄の株価データを用いて、さまざまなリバランシング・インターバルを
設定して実行した。インターバルを短くするほど標本数は増大し、ベータ等の母数推定の精度向
上と投資成果の改善が期待されたが、１か月未満のインターバルでは、詳細なデータはパフォー
マンスの改善に役立たないという見通しが得られた。 
 連続時間を前提したファイナンス理論では、株価を拡散過程と捉えてドリフトとボラティリ
ティの間に存在するリスク・リターンのトレードオフを研究対象とする。その際、標本数の増加
はドリフトの推定には殆ど役立たないことをMerton(1980)が指摘しているが、実務への応用上で
重要な、共分散推定と標本数の関係は未解決の問題である。ここでは、まずこの問題を理論的に
解明することから開始した。大量の標本が存在しても、期待収益率、共分散等の母数推定の精度
が改善しない、あるいは上限があることを解明したので、母数推定における同質的期待形成がビ
ッグデータ利用可能な資本市場であっても成立しないことが明らかになった。 
 この結果をうけて、異質的期待形成を前提とした資本資産価格理論の再検討を行った。現在、
投資成果の尺度として広く利用されている Jensen(1968)のアルファについて、なぜ、マイナスと



プラスの値を実現するファンドが常に存在するのか、ビッグデータ環境下における代表的経済
主体を用いた異質的期待形成モデルによって検討することにした。 
 
（3）ビッグデータ解析 
 次世代コンピュータの中でも組合せ最適化問題（膨大な選択肢から、制約条件を満たし、ベス
トな選択肢を探索する問題）に対する高効率解法として期待されるイジングマシンに着目した。
イジングマシンの研究開発は、ハードウェア・ソフトウェア・アプリケーション探索の各方面か
ら進められているが、イジングマシンの性能を最大限引き出す手法の開発、ならびに、イジング
マシンの応用範囲の拡大に寄与する研究を、物理学と情報科学の知見をもとに、イジングマシン
のシミュレーションプログラムを作成したり、イジングマシン実機を用いたりすることで遂行
した。 
 
 
４．研究成果 
 
（1）情報開示制度および監査制度 
 世界各国で AIおよびビッグデータに関連して生じている様々な事象に関するデータ収集と分
類を行った。また、日本の監査事務所に対するヒアリング調査を実施し、監査法人におけるビッ
グデータの利用に係る監査技法の準備状況を把握した。さらに、主規制団体である日本公認会計
士協会に対するヒアリングも行い、IT 委員会における取組みの現状を把握した。さらに、①デ
ファクトスタンダード化の要因や構造を分析・総合し、②その理解に基づき制度設計の原理を応
用して、社会的に合意されうる望ましい経営・経済データシステムのあり方を提案した。資本主
義の深化する中、また株式の発行市場よりも流通市場が活発化する中、IT の進化がもたらす新
たな問題を探索し定式化を試みた。また監査制度に関して、2020年 11月に監査基準の改訂が実
施されたことを受けて、今後求められる会計上の見積りへの監査上の対応の検討や、今後予想さ
れる内部統制報告制度の見直し、ならびに会社法および金融商品取引法を問わず財務報告制度
全体の見直しを検討した。 
 かつて量の意味でも頻度の意味でも希少であったビジネス・経済情報環境から、ビックデータ
や AIが加速的に発達する過多情報環境に進化したときに起こりうる、国単位のマクロ経済社会
的な影響について、統計的データを用い、政治経済学的な解釈を加えて考察した。また、上場企
業の CFOに対する質問紙調査を実施し、自社の内部統制の有効性に対する自己評価と内部統制
報告制度の効果に対する評価との関連性を検討するとともに、回答の因子分析を通じて、上場企
業においていかなる要因が内部統制報告制度の課題と認識されているのかを検討した。 
 シミュレーターによる経済行動の変容のデータは未だ集積過程であるが、当座の発見として、
付加価値の適正分配モデルは経営者と従業員により高いモニタリングとガバナンスの動機をも
たらすことが想定された。また、そうした行動変容を予想し、また好感し、投資家もこのモデル
を支持しうることを示した。この研究成果は、スズキ（2022）にまとめられている。監査法人に
おける IT／AIの利用状況については、現在の利用状況やそれぞれの法人が注力している事項や
課題、並びに、この 3年間の推移を把握することができた。結果として、全般的に、わが国の監
査実務における IT／AIの利用が、監査プログラム同様に、かなりの程度グローバルなネットワ
ークに依拠していること、しかしながらその中でも、個別に大学や企業との連携を模索し、固有
のプログラムや特許、あるいは監査アプローチを開発しようとする動きを把握することができ
た。こうした動向の中で、今後、この領域の監査研究の発展的な継続を図るために、一部の監査
法人との連携の下で、研究を深めていくことが重要であると思われる。 
 
（2）資本市場の資産価格形成 
 東京証券取引所の株価データを用いて、等金額ポートフォリオを作成し、10 年間以上の長期
にわたって、投資比率を一定に維持するための自己充足的リバランシングをさまざまなリバラ
ンシング・インターバルを設定し、標本数の増大がベータ等の母数推定の精度向上と投資成果の
改善に及ぼす影響を推計した。ファイナンス理論は、株価を拡散過程と捉えてドリフトとボラテ
ィリティの間に存在するリスク・リターンのトレードオフを研究対象とする。その際、大量の株
価データは、ドリフトの推定には殆ど役立たないことが知られている。ファイナンスの研究領域
については、瞬間的な共分散、および資本資産価格理論におけるベータの推定においても、ビッ
グデータの存在は推定の改善には貢献するかどうかを検討した。 
 資産価格がブラウン運動で駆動されるとき、大量の標本が利用可能であっても期待収益率の
推定誤差は改善しないが、共分散の推定誤差はかなり改善することを解明した。その結果、期待
収益率推定が投資家毎に異なる異質的確信がビッグデータ環境下でも成立すると考え、各投資
家および代表的経済主体の主観的証券市場線を導出し、後者が市場で実現する証券市場線に一
致することを示した。 
 金融資産の投資収益率の不確実性がブラウン運動で駆動される場合について、共分散の一致
推定量を提示し、その期待値と分散を初めて導出した。ビッグデータが利用可能な環境において
は、共分散およびそれに基づく資本資産価格モデルのベータ推定は改善するものの、推定誤差は
残ることが示された。この結果は、Merton(1980)が期待収益率推定に標本数の増加が役に立たな



いという分析を補強するものであり、ビッグデータが利用可能な環境においても、その全てを利
用するメリットは限られていることを示唆している。共分散推定量の分散を求める過程で 
Isserlis の定理(1916、1918)を利用したが、本研究では、分析の副産物として、同定理の直感的な
証明を、確率微分方程式と伊藤の補助定理を応用して提示した。 
 ビッグデータ環境下においても、各資産の投資収益率の母数推定が投資家により異なる状況
が現実には成立していると考えられるため、異質的期待形成を前提とした資本資産価格モデル
を再検討し、主観的証券市場線を導出した。その過程で、市場には代表的経済主体が存在するこ
とを明らかになったので、その期待形成が市場の現実にも一致し、代表的経済主体の主観的証券
市場線が現実の資産市場における証券市場線に一致することを解明した。 
 ビッグデータ環境下においても、各投資家が信ずる期待収益率と代表的経済主体が認識する
期待収益率が一致する必然性はないので、投資成果の尺度として広く利用されている
Jensen(1968)のアルファは、各投資家についてリスク許容度で加重平均すると必ずゼロになるこ
とを示すことができた。正のアルファをもつ投資家が存在するとすれば、それは他の負のアルフ
ァをもつ投資家の存在を含意することになり、現実の投資実務においては、正のアルファの獲得
は、負のアルファの犠牲のもとの可能であることが解明された。なお、以上の研究成果は池田
(2022)として発表、公開されている。 
 また、「株主の視点」と「経営者の視点」の違いを、キャッシュフロー、持分、資本コストの
観点での論点整理を行った。 
 
（3）ビッグデータ解析 
 種々の組合せ最適化問題に対応するため、次世代コンピュータのうち、特にイジングマシンと
呼ばれる組合せ最適化処理専用ハードウェアに着目し、それを用いたブラックボックス最適化
の新しい手法を提案した。また、提案手法を実問題に適用し、目的関数が陽に与えられない場合
の組合せ最適化問題（ブラックボックス組合せ最適化）に対する提案手法の有効性を確認した。 
 次世代コンピュータの中でも、イジングマシンは組合せ最適化問題に対する高効率解法とし
て期待される。イジングマシンに着目し、多様な組合せ最適化問題に対応するために必須なアル
ゴリズムである「埋め込みアルゴリズム」について統計力学的研究を行った。その結果、イジン
グマシンの性能を引き出すパラメータ調整方法を構築することに成功した。 
 整数・バイナリ変換に関する実験的研究ならびに、イジングマシンの性能を引き上げるための
手法を構築するための統計力学的研究を行った。イジングマシンの性能を最大限引き出す手法
の開発として、多様な組合せ最適化問題に対応するために必須なアルゴリズムである「埋め込み
アルゴリズム」について統計力学的研究を行った。その結果、イジングマシンの性能を引き出す
手法を構築することに成功した。さらに、イジングマシンの応用範囲の拡大に寄与する研究とし
て、イジングマシンを用いたブラックボックス最適化の手法構築に成功した。ビッグデータ環境
下において次世代コンピュータの果たす役割について検討した。 
 会計およびファイナンスの領域で、ビッグデータが解析可能な環境における意思決定モデル
を検討した。会計およびファイネンスの領域への次世代コンピュータの適用について検討した。
社会実装の適用例の一つとして、ポートフォリオ投資の大規模な組合せ最適化問題に関して、イ
ジングモデルの開発を行った。 
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
会計上の見積もりに対する監査とIFRS17にかかる監査対応の課題

生命保険論集 65～90

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
町田　祥弘 214
 １．著者名

10.1109/TC.2021.3063618

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
PyQUBO: Python Library for QUBO Creation

IEEE Transactions on Computers 1～1

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Zaman Mashiyat、Tanahashi Kotaro、Tanaka Shu -
 １．著者名

10.1109/ACCESS.2020.3040017

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Guiding Principle for Minor-Embedding in Simulated-Annealing-Based Ising Machines

IEEE Access 210490～210502

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 オープンアクセス  国際共著
オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Shirai Tatsuhiko、Tanaka Shu、Togawa Nozomu 8
 １．著者名

準需要飽和・準完全競争・人口減少下の制度設計： 「付加価値分配計算書」に基づく「民主経済市場」の
創成

会計理論学会年報 40～52

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 ４．巻
スズキ　トモ 34
 １．著者名

 ２．論文標題  ５．発行年



2021年

2021年

2019年

2020年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
制度設計のナッジとしてのアカウンティング： 2019年 日本会計研究学会 統一論題 講演論文

會計 52～64

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
スズキ　トモ 197
 １．著者名

10.1587/transinf.2018EDP7411

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A Fully-Connected Ising Model Embedding Method and Its Evaluation for CMOS Annealing Machines

IEICE Transactions on Information and Systems 1696～1706

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
OKU Daisuke、TERADA Kotaro、HAYASHI Masato、YAMAOKA Masanao、TANAKA Shu、TOGAWA Nozomu E102.D
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
会計監査人に対する役割期待とガバナンス法制の懈怠

旬刊商事法務 13～23

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
町田　祥弘 2258
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
内部統制報告制度の効果に関する研究（2）

会計プロフェッション 203～215

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
町田　祥弘 16
 １．著者名



2020年

2020年

2021年

2021年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
IFRSが日本の会計制度および企業行動に及ぼす影響

国際会計研究学会年報 5～14

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
薄井　彰 47・48合併号
 １．著者名

10.1109/ACCESS.2021.3081685

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Performance Comparison of Typical Binary-Integer Encodings in an Ising Machine

IEEE Access 81032～81039

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Tamura Kensuke、Shirai Tatsuhiko、Katsura Hosho、Tanaka Shu、Togawa Nozomu 9
 １．著者名

10.1103/PhysRevResearch.2.013319

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Designing metamaterials with quantum annealing and factorization machines

Physical Review Research -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Kitai Koki、Guo Jiang、Ju Shenghong、Tanaka Shu、Tsuda Koji、Shiomi Junichiro、Tamura Ryo 2
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
会計上の見積りに対する監査基準について

同志社商学 73～84

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
町田　祥弘 71(6)
 １．著者名



2021年

2022年

2022年

2022年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
内部統制報告制度の効果に関する研究（3）

会計プロフェッション 153～174

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
町田　祥弘 17
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
会計不正の要因及び発見・防止の機能について―実態調査の観点から―

産業経理 34～45

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
佐久間　義浩・町田　祥弘 81(4)
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
「新しい資本主義」ーアカウンティングと従業員の Well-Being

企業会計 123～127

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
スズキ　トモ 74(2)
 １．著者名

10.2197/ipsjtsldm.14.27

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Experimental Evaluations of Parallel Tempering on an Ising Machine

IPSJ Transactions on System LSI Design Methodology 27～29

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Mukasa Yosuke、Tanaka Shu、Togawa Nozomu 14
 １．著者名



2022年

2022年

2021年

〔学会発表〕　計55件（うち招待講演　33件／うち国際学会　16件）

2020年

 ２．発表標題

国際会計研究学会第37回研究大会（招待講演）
 ３．学会等名

薄井 彰
 １．発表者名

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

IFRSが日本の会計制度および企業行動に及ぼす影響

10.1016/j.aop.2021.168483

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Exact bounds for dynamical critical exponents of transverse-field Ising chains with a
correlated disorder

Annals of Physics 168483～168483

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Shirai Tatsuhiko、Tanaka Shu 435
 １．著者名

10.1109/TC.2021.3063618

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
PyQUBO: Python Library for Mapping Combinatorial Optimization Problems to QUBO Form

IEEE Transactions on Computers 838～850

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Zaman Mashiyat、Tanahashi Kotaro、Tanaka Shu 71
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
『会社はだれのものか』再考ー新しい資本主義が目指す分配の最適化

企業会計 81～119

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
岩井　克人・スズキ　トモ・清水　剛 74(5)
 １．著者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

DAシンポジウム（招待講演）

第84回半導体・集積回路技術シンポジウム（招待講演）

DTTF2020（招待講演）

SSDM2020（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

田中 宗

田中 宗、松田 佳希

田中 宗

Shu Tanaka

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Basics and Applications of Quantum Annealing and Its Related Technology

イジングマシンの基礎理論から応用探索まで　現状と将来展望

イジングマシン分野における研究開発の現状と展望

5年後のDXに欠かせぬ相棒、量子アニーリングの大きな可能性



2020年

2020年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

関西経済連合会（招待講演）

経済同友会（招待講演）

MCPCオンラインセミナー（招待講演）

情報処理学会量子ソフトウェア研究会発足記念講演会（招待講演）
 ３．学会等名

 ３．学会等名

スズキ トモ

田中 宗

 ３．学会等名

 ３．学会等名

田中 宗

スズキ トモ

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

量子アニーリング等イジングマシンの現状と課題、今後の展望

マルチステークホルダー主義のもとでのコーポ レートガバナンス体制･ディスクロージャー制度のあり方

株主第一主義下の経営・市場への反省と付加価値を適正分配する制度設計

量子アニーリング等イジングマシンの研究開発の現状と展望

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名



2021年

2021年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Alliance Forum（招待講演）（国際学会）

日本経済会計学会第5回AEAJ Workshop（招待講演）

Frontiers of Statistical Physics (FSP2019)（国際学会）

スズキ トモ

薄井 彰

Koki Kitai Jiang Guo, Shenghong Ju, Shu Tanaka, Koji Tsuda, Junichiro Shiomi, and Ryo Tamura

田中　宗

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
日本応用数理学会：応用数理ものづくり研究会第30回講演会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Dynamic Portfolio Choice with Transaction Costs Using Simulated Annealing

Accelerating Black-box Optimization for Designing Metamaterials by Quantum Annealing

量子アニーリングや周辺技術の研究開発の現状と今後の展開

公益資本主義実践と実現のための法・会計制度改革



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Adiabatic Quantum Computing Conference (AQC2019)（国際学会）

Adiabatic Quantum Computing Conference (AQC2019)（国際学会）

日本経済会計学会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

池田　昌幸

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

田中　宗

Shu Tanaka

 ３．学会等名

会計情報の確率分布と経済価値

量子アニーリングや周辺技術の現状と展望-高速・高精度の組合せ最適化処理を目指した次世代計算技術-

An Efficient Preprocessing of Quantum Annealing: An Appropriate Construction Method of Ising Model and Tuning of Parameters
in the Ising Model

Accelerating Black-box Optimization for Designing Metamaterials by Quantum Annealing

 １．発表者名
Koki Kitai Jiang Guo, Shenghong Ju, Shu Tanaka, Koji Tsuda, Junichiro Shiomi, and Ryo Tamura

 ３．学会等名

2019-1 光センシング技術部会（招待講演）



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Computational Approaches to Quantum Many-Body Problems (CAQMP2019)（国際学会）

アライアンス・フォーラム（招待講演）

日本会計研究学会（招待講演）

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

Koki Kitai Jiang Guo, Shenghong Ju, Shu Tanaka, Koji Tsuda, Junichiro Shiomi, and Ryo Tamura

スズキ　トモ

スズキ　トモ

白井　達彦、田中　宗、門脇　正史

日本物理学会2019年秋季大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Accelerating Black-box Optimization for Designing Metamaterials by Quantum Annealing

公益資本主義実現のための制度改革と国際社会

制度設計のナッジとしてのアカウンティング： 独自のテーマ・方法・意義

量子・熱的効果を用いたアニーリング手法とその応用

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2019年電子情報通信学会ソサイエティ大会（招待講演）

Japan-Netherlands Quantum Conference, 2019（国際学会）

第３回MCPC量子コンピューティング推進セミナー（招待講演）

Qubits North America 2019（国際学会）

Tatsuhiko Shirai, Shu Tanaka, and Tadashi Kadowaki

田中　宗

Koki Kitai Jiang Guo, Shenghong Ju, Shu Tanaka, Koji Tsuda, Junichiro Shiomi, and Ryo Tamura

 ２．発表標題

 ２．発表標題

田中　宗

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Thermally Assisted Quantum Annealing

アニーリングマシンの現状と課題-動作原理から応用探索まで-

Designing Metamaterials with D-Wave 2000Q Quantum Annealer
 ２．発表標題

アニーリングマシンの現状と展望-動作原理から応用探索まで-

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Deep Learning and Physics (DLAP2019)（国際学会）

2019年度第4回「非ノイマン型情報処理へ向けたデバイス技術分科会」（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

田中　宗

スズキ　トモ

Kensuke Tamura, Tatsuhiko Shirai, Hosho Katsura, Shu Tanaka, and Nozomu Togawa

Tatsuhiko Shirai, Shu Tanaka, and Tadashi Kadowaki

関西経済連合会（調査部）（招待講演）

Deep Learning and Physics (DLAP2019)（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

量子アニーリング等イジングマシンの現状と展望

関西経済連合会 シンポジウム：実効性あるコーポレートガバナンスの実現に向けて『成熟経済・社会の持続的発展のための 制度設計：四
半期開示制度の批判的検討』

Performance Comparison of Integer Encoding Methods in Ising Machines

Thermal-Effect Inspired Quantum Annealing Method

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

関西学院大学商学部学術講演会（招待講演）

日本会計理論学会（招待講演）

薄井　彰

スズキトモ

Shu Tanaka, Yoshiki Matsuda, and Nozomu Togawa

Shu Tanaka

IEEE/ACM Asia South Pacific Design Automation Conference 2020 (ASP-DAC 2020)（招待講演）（国際学会）
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